
『ヴ ィ レ ッ ト』 試 論

一 ヒロイ ンの 自己発見 に見 るシャーロ ッ ト・ブロンテの模索一

香 山 はるの

シ ャ ー ロ ッ ト ・ブ ロ ン テ(CharlotteBronte)の 晩 年 の 傑 作 、 『ヴ ィ レ

ッ ト』(Villette1852)の 世 界 で は 、 愛 を渇 望 す る ヒ ロ イ ン、 ル ー シ ー ・

ス ノ ウ(LucySnowe)の 葛 藤 、 そ して 「人 生 の 傍 観 者 」(211)で あ る

彼 女 の 苦 悩 や あ る種 の 諦 念 が 、 憂 い を 帯 び た 暗 い 色 調 を 醸 し出 して い

る 。1こ の 暗 さ に 、 作 家 ブ ロ ンテ 自 身 の 伝 記 的 事 実 が 影 を 落 と して い

る と い う 指 摘 が し ば し ば な さ れ て き た こ と は 、 周 知 の 通 りで あ る 。

1848-49年 に 最 愛 の弟 や 妹 た ち(ブ ラ ンウ ェ ル 、 エ ミ リ ー、 ア ン)を 相

次 い で 亡 く した シ ャ ー ロ ッ トは 、 父 バ トリ ッ ク との 閉鎖 的 な 生 活 の 中 、

自 らの 健 康 に対 す る 不 安 や 遣 る 瀬 な い 孤 独 に苛 ま され 、 精 神 的 に不 安

定 な 日 々 を送 っ て い た(Gordon,184-87)。 さ ら に こ の 小 説 の 舞 台 で あ

る ヴ ィ レ ッ トと い う 町 に は 、 シ ャー ロ ッ ト自 身 の 苦 い 青 春 時 代 の 思 い

出 一 ブ リュ ッ セ ル滞 在 中 に抱 い た コ ンス タ ン タ ン ・エ ジ ェ氏 に対 す る

思 慕 や 、 この 実 らぬ 恋 が 引 き起 こ し た 激 しい 苦 悶 と絶 望 な ど一 が 投 影

され て い る と も言 わ れ て い る(Duthe,20-60)。 実 際 、小 説 の プ ロ ッ トを

見 て も、 ヒ ロ イ ン の 精 神 的 な 自 立 が 最 終 的 に 結 婚 とい う 幸 福 に 結 び つ

く 『ジ ェ ー ン ・エ ア 」(ノaneEyYe,1848)の 楽 観 性 は も は や見 られ な い。

確 か に ブ ロ ン テ は 『ヴ ィ レ ッ ト』 に お い て 『ジ ェ ー ン ・エ ア 』 の 場 合

と 同様 に、 美 貌 、 社 会 的 地 位 、 財 産 等 の 特 権 を持 た ぬ ヒ ロ イ ン を扱 っ

て は い るが 、 ル ー シ ー は 異 国 に お け る外 国 人 と い う立 場 か ら、 ジ ェ ー

ン よ り も さ ら に マ ー ジ ナ ル な 、 抑 圧 さ れ た 存 在 と い え よ う。 そ して 、

自分 の 居 場 所 を 求 め て 積 極 的 に行 動 す る ジ ェ ー ン と は 異 な り、 ル ー シ

ー は消 極 的 な 気 質 の た め 、 自分 か ら変 化 を あ ま り求 め よ う と し な い と

こ ろが あ る の で 、 そ の 成 長 過 程 も一 特 に小 説 の 前 半 に お い て は一 滑 ら

か な 直 線 を描 く もの で は な い(Chase,68)。 さ ら に、 こ う した ル ー シ ー

が よ うや く愛 を得 、 同 時 に さ さや か な 野 心 、 独 立 心 に 目覚 め た と き、

ブ ロ ンテ が 彼 女 に 安 定 した 、 幸 せ 溢 れ る 未 来 を約 束 で き な か っ た こ と

は 注 目 に値 す る 。 後 に見 て い く よ う に 、 こ の 作 品 の 結 末 で は 「自 立 」
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と 「愛」 という、ブロ ンテが しばしば問題に してきた関係 に、明白な

決着がつけられていないのである。 こうした点に作者の内面的な変化、

厳 しい現実認識、あるいは抑えがたい心の揺れ を認めることがで きる

のではないか。本稿では主人公ルーシー ・スノウに焦点 を当て、彼女

が異国の地、ヴィレットにおいて自己を発見 してい くさまを、人種、

ジェンダー、階級 といった問題 と絡めなが ら、分析 してい きたい。そ

こか ら見えて くるものは、一見作品の表面 に描かれているもの よりも

ラディカルであ り(Shuttleworth,232)、 女性作家 として円熟期 を迎え

たブロンテの さらなる模索、彼女が示 した新たな方向性であると信 じ

る。

この小説 においてブロンテはこれまで以上に、人種や ジェンダー、

階級 をめ ぐる力関係 を意識 し、それ らの複雑な関係 を、頼るべ き友無

きイギ リス人女性、ルーシーを中心に探っている。ラバスクールの女

子寄宿学校の経営者、ベック夫人(ModesteMariaBeck)は 、初めて

ルーシーに出会った とき、ただ一人で海峡を越 え、将来について確固

たる展望 も持たずに異国の世界 に飛び込んできた彼女の行為 に幾分呆

れなが らも、「イギリス人の女だけよ、こんなことをするのは……なん

て大胆 なんで しょう」2(127)と 感嘆する。確かに言葉、文化、宗教の

異なるこの地で、 とりたてて生計を立てる能力 もな く、 しか も 「保護

者」 となるような男性 を引 き付 ける身分や財産、美などを備えていな

いルーシーに とって、 ラバスクール行 きは冒険であった といえよう。

それはイギリスに 「家」 を持たないこのヒロインが、精神的に追い詰

められ決意 したことであるが、ルーシーは自分に居場所 を与えて くれ

なかったイギ リスに怨恨 を抱いてはお らず、むしろ、 この異郷 に足 を

踏み入れたときか ら、イギ リス人であることを誇 りを持って強 く意識

してい くのである。 これはヴィレッ ト到着後に、彼女 を執拗に追い回

すいかがわ しい男二人を含む、ラバスクール人全般の描写に明 らかに

示唆されている。

たとえば、ジョージア ・ダンパー(GeorgiaS.Dunbar)が 「ブロン

テのベルギー、ベルギー人、フランス人、ローマ ・カ トリック主義に

対す る嫌悪は小説中の侮蔑に満ちた多 くの表現 に表れてお り、彼女が

選ぶ地名や姓名に凝縮 されている」(78)と 述べているように、 『ヴィ

レット』の読者は、数々の象徴的、暗示的なネー ミングに気付 く。ル
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一 シ ー は6章 で 「ラ バ ス ク ー ル 大 王 国 の 偉 大 な る 首 都 ヴ ィ レ ッ ト」 と

口 に す る が 、 そ の 表 現 に こ め られ た皮 肉 は 「ラバ ス ク ー ル 」、 「ヴ ィ レ

ッ ト」 が そ れ ぞ れ 「農 家 の 庭 」(`farmyard')、 「卑 小 な町 」(`littletown')

とい う意 味 を持 つ こ とに よ り、 一 層 際 立 つ(Dunbar,78)。 また ダ ンバ

ー に よ れ ば
、 ベ ック 夫 人 の 学 校 の あ る フ ォ セ ッ ト通 り(RueFossette)

は`littleditch'、 す な わ ち 「小 さ な溝 ・ど ぶ 」 とい う意 味 で あ る と い う

(7s>o

こ う した 地 名 に加 え、 ル ー シ ー が 出 会 う ラ バ ス クー ル人 の 名 前 、 さ ら

に は彼 らの 性 質 も しば しば風 刺 的 に描 か れ て い る。 た とえ ば 、 経 営 者 と

して 「監 視 」 と 「ス パ イ行 為 」 に よ り、 学 校 の 表 面 的 な秩 序 を保 つ ベ ッ

ク 夫 人 の 名 前 が 、 女 性 ら し い 「慎 ま し さ 」 と 「敬 虔 さ 」 を 表 す

`ModesteMaria'と い うの は い か に も皮 肉 で あ る
。 また よ り直 接 的 な風

刺 と し て 、 欲 の 深 い 利 己 的 な ワル ラ ヴ ァ ン夫 人(Walraven)の 名 前 が

「カ ラ ス 虐 殺 」(`walraven')と 解 釈 で き る こ と も、 この 「魔 女 」 の よ う

な 老 婆 が 、 自 ら の 強 欲 に よ り、 孫 の ジ ュ ス テ ィー ヌ ・マ リ(Justine

Marie)を 悲 嘆 に 陥 れ 、 死 に追 い や っ た とい う事 実 を考 え る と興 味 深 い

(Dunbar,79)。 そ して ル ー シー は、 こ うい っ た 名 前 を持 つ ラバ ス ク ー ル

人 に共 通 して 見 られ る卑 俗 性 一 彼 らの 愚 鈍 さや 偽 善 ぶ りな ど一 を痛 烈 に

批 判 す る。 「あ ら ゆ る 人 に公 正 に言 う な らば 、 生 粋 の ラバ ス ク ー ル 女 に

も特 有 の 偽 善 性 が あ っ た … … い つ で も、 嘘 が 必 要 な 場 合 に は 彼 女 た ち

は 良 心 の 咎 め な ど ま っ た く感 じず に 、 い と も や す や す と 嘘 を つ い た 。

ベ ッ ク夫 人 の 学 校 で は 、 台 所 で 下 働 き を す る 者 か ら校 長 自 身 に至 る ま

で 、 嘘 をつ く こ と を恥 じる者 は一 人 も い な か っ だゴ(145)。 実 際 、 ル ー

シ ー の 同 僚 で あ る女 性 教 員 は 、 ほ ぼ 皆(身 持 ち の 悪 そ う な 浪 費 家 の

「パ リ女 」 も含 め て)堕 落 した 「外 国 人 」 と し て ネ ガ テ ィ ヴ に描 写 さ れ

て い る 。 そ し て 、 そ れ と対 置 して 描 か れ る の が 「懐 か し き イ ギ リ ス 」

の 美 徳 、 道 徳 的 優 越 だ と い う こ と は想 像 に 難 く な い 。 こ れ を代 表 す る

の が 、 ブ レ トン家(`BrettonofBretton')で あ る。3彼 らの 家庭 は 「誠 実 」、

「信 頼 」、 「博 愛 」 等 に 象 徴 さ れ る イ ギ リス の伝 統 的価 値 に支 え られ 、 穏

や か な 幸 福 に満 ち て い る。 第 一 章 か ら早 く も示 さ れ て い る よ う に 、 そ

れ は ま る で 「エ デ ン の 園 」 を 思 わ せ る よ う な平 和 な 小 世 界 で あ っ た 。

語 り手 ル ー シ ー は、 自 らの 少 女 時 代 を 回想 して 言 う。
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ブ レトン夫人の家を訪れるのは、 クリスチャンとホープフル

が 「両岸に緑あふれる木々が茂 り、一年中美 しいユ リの花 に彩

られた牧場」 に囲まれた心地 よい小川の傍 らにしばし留 まるの

と似ていた。そこには変化の魅力や出来事の興奮 といったもの

はなかったが、私はこよな く平和 を愛 し、ほとん ど刺激を求め

ないので実際 に刺激的なことが起こると煩わ しく感 じ、そんな

ものは近寄 らないでほしいと思 うのだった。(62)

のちに数年の歳月 を経て、ルー シーがヴィレッ トで再びブレトン家

一ブレ トン夫人(LouisaBretton)と その息子 ジョン ・グレアム ・ブレ

トン(JohnGrahamBretton)一 に出会った時、彼 らがこうしたイギリ

ス的な美徳 を保持 し続けていたことに、彼女 は強い感銘 を受けるので

ある。実際、青年 となったグレアムにルー シーが惹かれ始 めるのも、

彼の持つ 「イギリス性」 に因るところが大 きい と思われる。それはグ

レアムの 「きれいな英語」の声(123)、 「イギリス的な顔色や 目、姿」

(160)に 始ま り、またイギリス中流階級にしばしば認められるような、

彼の騎士 的な振 る舞いに表れている。7章 でルーシーは、無 くなった

トランクについて駅馬車の車掌に問い合せて くれ、 また宿 を紹介 して

くれたばか りか、夜道を送ってくれたこの親切な同国人4に 、ノスタル

ジアを伴った、感謝の気持ちを強 く抱 く。その夜 のことは、ルー シー

の心に深 く刻印されたのである。「友無き孤独 な者に対する温情の光溢

れた彼の顔 若 く美 しく者に対するのと同様に、貧 しく弱い者に対 し

ても義侠心 を示す彼の声 こういった記憶は、ずっと後になっても強

壮剤の ように私の心を元気づけて くれた。彼 こそ、正真正銘のイギ リ

スの青年紳士だった」(125)。 さらにグレアムの母親、ブレ トン夫人に

ついて も、ルーシーは 「地味な服装 をしているけれども立派で、常 に

見栄を張 らない、生れつ き落ち着 きと陽気 さを備えている、イギリス

中産階級の淑女」(295)と 敬意を示 している。ヴィレッ トにおいて も

ブレ トン夫人の 居間は以前と同じように、温かい炉辺やゆ らゆらとし

た琥珀色のランプの光、イングリッシュ ・ティーの用意一 どっしりした

銀の湯沸か しや薄い陶器のセット、懐かしいシー ドケーキーそ して真の

愛情 と信頼に基づ く人々の会話や笑い声 など、「心地よい家庭的な雰囲

気」(245)で 漲っている。そこでは物質的豊か さとともに、偽善的で
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空虚なベ ック夫人の世界には無縁 の、たしかな人間の絆 を感 じること

ができるのである。それはある意味で、社会的に零落 したルー シーが

閉め出された世界であったが、それゆえ彼女がより一層固執 し、回復

したいと強 く願ったもので もあったろう。

しか し、『教授』や 『ジェー ン ・エア』でも見 られた 「健全な素晴 ら

しいイギ リス」 と 「邪悪な外国」 といった単純な構造は、 この小説で

は最終的に崩 される。5別の言い方をすれば、ルーシーはヴィレッ トで

一人、 自分の置かれた環境に立 ち向か う中で、偏見を次第に和 らげ、

狭量な島国根性か ら離れて、 より広い視野から物事 を見 られるように

なっていったのである。

その大 きな きっかけとなるのが、ルーシーがブレトン母子 に、裕福

な支配階級に特有の傲慢な無神経さ、「他者」の痛みや苦 しみに対する

根本的な無理解を認めたことである。23章 でポーリーナ(PaulinaMary

HomedeBassompierre)が 再び姿を現すと、ブレ トン家の人たちの関

心はすべて彼女に集中 してしまい、7週 間 もの間ルーシーはただ一度の

便 り も訪問もされずに、放っておかれる。ヴィレットで他 に親 しい友

人を持たない孤独 なルーシー、 グレアムか らの手紙を生命を支える糧、

「天の賜物」(318)の ように、待ち焦がれるルーシーにとって、この空

白は拷問にかけ られるような苦悶の期間であった。こうしたルーシー

の心の深淵 をブレ トン母子 は想像することも、ましてや共感す ること

などできなかったのである。ある朝、 ようや く 「高台」(`LaTerrasse')

から一通の手紙が来る。差出人は ブレ トン夫人であるが、その内容は

彼女の自己満足的なエゴイズムを、ルーシーそ して読者 に痛感 させる

(Newton,117-8)。 「親愛なるルーシー この1、2ヵ 月の間、あなたが

いかがお過 ごしだったか、ふ とお尋ね したい気持ちにな りました……

おそ らくあなたも 〈高台〉の私達 と同 じように、お忙 しく楽 しく過 ご

されていることでしょう」(354)。 この後もブレトン夫人は、息子のグ

レアムに対する自分の溺愛 を綿 々と綴 り、ルーシー自身に関心 を向け

ることはない。

そしてこのような配慮のなさ、感受性の欠如は息子のグレアム ・ブレ

トンにさらに強烈に表れている。たとえば22章 で、グ レアムは屋根裏

で、 自分が書いたルーシーへの手紙 を見つけポケッ トに隠して、彼女が

涙を浮かべてそれを探すのをひやかし気味に眺めている。ルーシーの自
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分に寄せる思いに盲目なグレアムは、その上残酷にも、ジネルヴァ ・フ

ァンシ ョー(GinervaFanshawe)や ポーリーナに対する恋の悩みのはけ

口をルーシーに求め、彼女をまるでジネルヴァやポーリーナの「保護者」、

或いは自らの 「恋の仲介者」のように扱おうとする。これ らのことから

わかることは、 グレアムの自己中心性であ り、 またルー シーを単なる

「無害な影」(403)と 見做 し、友人 として対等の立場で、彼女の気持 ち

を配慮 しようとはしない彼の姿勢である。ルーシーはこれをグレアムの

「階級意識」や 「ブルジョア的な実利主義」(Newton,115)に 帰 してい

る。

ああ、グレアム1私 は一人でいるとき幾度 とな く、あなた

がルーシー ・スノウをどの ように評価 しているか考 えた り、推

測 してみた。あなたの評価はいつ も親切で公正 なものだったの

か。 もしルーシーが本質的に変わらないまま、ただ財産と地位

といった利点をそのほかに持 ち合わせていた ら、彼女に対す る

あなたの態度や評価は今 とまった く同 じだったろうか。(401)

そ して、こうした社会的にアンバランスな二人の力 関係 は、グレア

ムが医者である という事実によって、さらに強化 される。ルーシーの

神経衰弱や彼女 を悩ます 「修道女」(`nun')の 姿に対 して、グレアムは

医師 ・専 門家 として 「陽気な交際」(257)、 「幸福」や 「愉快な気持ち」

(339)な ど、 きわめて月並みで慣習的なア ドバ イスしかで きない。 こ

ういった 「治療法」がルー シーのような抑圧された環境 にいる者にと

って、いかに的外れで意味のない忠告であるか、ここで説明する必要

はないであろう。 グレアムの見方は幸運 に恵まれたいわゆる 「強者」

の論理であ り、またそ こには、 シャ トルワースが示唆す るように、女

性 の経験 を定義づけて統制 しようとする、当時の精神医学の男性的な

システムが認められる(220-22)。 実の ところ、グ レアムはルーシーの

内面に秘められた苦悩など、知 りたいとも思っていないのである。

こういったグレアムが 「ワシテ」の表現する激情、炎のような憤 り6

を理解せず、家父長制に反逆する 「堕ちた女」 という烙印を押 して彼

女を片付けて しまうのも(Jacobus,47)驚 くには当たらない。彼は、女

性 のあるべ き姿 ・ふさわ しい行動 といった規範 を越えて一すなわち芸
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術家 として一彼女 を評価することはで きなかったのである。7「紳士」

グレアムが理想 とするのは、自己を抑制する術 をわきまえ、かつセク

シュアリティとは一見無縁の、「妖精」のようなポーリーナであ り、彼

の男性 としての喜びは、17歳 になったポーリーナがいまだに舌のもつ

れた発音 をして赤面するときに最高潮に達する(Newton,116)。 小説の

前半で既 に、ルーシーは幼いポー リーナとグレアムの間に、親愛 とい

う名のもとに生 まれ増強 されていった、 アンバランスなジェンダーの

力関係 を見抜いていた。たとえば3章 「遊び仲間」では、少年グレアム

は 「ポーリー」にとって 「トルコ皇帝(theGrandTurk)以 上の存在」

(82)で あ り、後者は彼に寄 り添い従 う 「小さな妾(littleOdalisque)」

である(87)と いった暗示的な比喩が使われている。実際この数年後

に、ポー リーナは最愛の父親か ら新 たな 「保護者」グレアムへ手渡 さ

れることになるが8、 ルーシーはポーリーナに好意を抱いてお り、彼女

とグレアムの幸せを祝福はするものの、 この二人の問にある主従 関係、

力の不均衡 に対 しては、ある種の反感 を禁 じえない。一例を挙 げるな

らばそれ は、ルーシーがカー杯尻尾を振って主人の回 りを跳ね回る小

さなスパニエルを見て、「この上なく完璧な」(518)グ レアムに仕 える

ポーリーナを思わず連想 した、 というエ ピソー ド(36章)に 微妙 に表

れていると思われる。

こうしてス トーリーが進むにつれ、ブレトン家が持つブルジョア的な

利己心や冷酷な無感覚、家父長制度に支えられた保守的で不平等なジェ

ンダー ・イデオロギー9が 露呈 されることによって、彼 らの象徴する

「イギ リス性」 は無条件に称揚 されるものではなくなってい く。換言す

るならば、ルーシーは彼 らの世界に魅了されながらも、その規範におさ

まり切 らない、いわば違和感を感 じている自分に気付いたのである。

このようなヒロインのアンビヴァレン トな感情は、小説中様々な状況

において見受けられる。たとえば、「自立」 という問題は 『ヴィレッ ト』

における重要な一つのテーマと考えられるが、これに対するルーシーの

態度は複雑である。特に小説の前半、ルーシーが自らの生活に思いを馳

せ、 しばしば激 しい苦悩や絶望感に苛 まれるのは、ある意味で彼女が、

ただ一・人で人生 との戦いに臨まなければならない という半ば諦めを交え

た決意 と、愛に対する一種の飢餓感一愛 され、また愛す る人のために生

きたい という強い欲求一の間で激 しく揺れ動 くためと思われる。バリエ
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ッ ト・マーティノー(HarrietMartineau)は 、『ヴィレット』について、

「女性キャラクターは皆、頭の中 も生活 も愛のことだけ」(Allott,172)

と酷評 しているが、これはヒロインの内に潜む分裂や葛藤を無視 した一

面的な見方であるのではないか。

たとえば、ルー シーが、 グレアムに対する空 しい恋心 を葬 り去 り、

またそれに伴 うように して、他人が押 しつける 「お となしい、影のよ

うなルーシー ・スノウ」 といった 「偽 りの役割」(403-4)を 拒否 し、あ

らためて自分のアイデンティティーを模索する過程は重要である。26

章でルーシーがポーリーナの 「お相手役」(`companion')に なるのを断

ったことを思い起 こしてみよう。「私は光 り輝 くレディー、 ミス ・ド・

バゾンピエールの影ではなかった」(382)。 この短い言葉には、一人の

人間として精神的な独立を求めるルーシ ーの強い自我が凝縮 されてい

る。そ して、「自由」を獲得するには経済的な裏付けが不可欠である。

つまり、「どうすれば少しでも地位 を上げ、独立 した立場 に向けて もう

一歩踏み出す ことがで きるだろうか」(450)と いうのが、次の問題で

あった。 こうして彼女 は、 ささやかで も自分用の教壇がある学校 を経

営 したいという望みを抱 く。実際、ベ ック夫人の寄宿学校において も

ルー シーは、モー トンの村の学校 におけるジェー ン ・エアよりも、教

えることに意気込みを示 し、またそ こか ら多 くの充足感 も得ているよ

うに思 われる。彼女がた どたどしい フランス語 を用いて奮闘 し、ブラ

ンシュ(Blanche)、 ヴ ィル ジニ ー(Virginie)、 ア ンジ ェリー ク

(Angelique)に 代表される反抗的な生徒たちを抑え付け、やがて彼女達

の尊敬や愛情 まで勝ち取 っていく様子 は、 この小説の中で最 も生 き生

きと描かれている箇所の一つではないだろうか。「私はただひたす ら成

功 を目指 した。人生最初 の挑戦において、単なる勝手な不満や気 まぐ

れな反抗に出鼻を挫かれるなんて、我慢 できなかった。夜 は横 になっ

てか ら何時間も寝付けず、あの暴徒たちを確実に捕 らえ、頑固な連 中

を永久に支配する方策は何か、 と頭を悩 ましたものだった」(146)。

しかし一方で、 この教育 ・学校経営 とい う 「人生の 目的」(450)に

対する野心 と複雑に絡んで くるのが、愛する男性 の幸福のために尽 く

す喜びへの憧れである。将来の夢 を描いて勇気を自ら奮い立たせなが

らも、ルーシーは感 じずにはい られない。「…… しかし、その後、私 は

人生でこれ以上のものは望めないのだろうか 本当の家一 自分 自身よ
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りももっと大事 なもの一 そしてその貴重 さゆえに、 自分だけのために

なら育てる気 にならない ような立派なものを、私から引 き出して くれ

るようなもの そういったものは、私には望めないのか。その足元に

人問のエ ゴイズム とい う重荷 を喜んでどさりと捨て、 もっ と高貴な、

他人のために生 きるという責任を見事に担 う気になれるような存在 は、

私には得 られないのだろうか」(450-51)。 このように、彼女は精神的、

経済的な意味での独立と家族に愛を注 ぐ献身的な生 き方 の双方に惹か

れていたのである。この意味では、「自分 自身の心や生活 を持たず、誰

か他の人の内に生き、存在 している」(83)よ うなポーリーナほ ど極端

な場合は別 として も、ルーシーは夫 を支える愛情深い妻のイメージを

全面否定 してはいない と言える。

そ して ここには、女性の自立 という問題についての、作者ブロンテ

自身のアンビヴァレン トな姿勢、気持ちの揺 れが微妙 に投影されてい

ると思われる。

これまで示唆 して きたように、ルーシーのキャリアは、老婦人の話

相 手に始 ま り、子守兼家庭教師、教員、 そ して学校長 と一バ トリシ

ア ・ジョンソン(PatriciaEJohnson)の 表現 を借 りれば一 「遅いけれど

着実な上昇」(619)を 遂げて きた。そ して、 こうしたルーシーの苦 闘

とその成果 を、作者ブロンテが是認 していたことは想像 に難 くない。

実際、1846年1月 にブロンテが恩師、マーガレット・ウラー(Margaret

Wooler)に 宛てた手紙の中で、次のように言っているのは興味深 い。

「夫や兄弟の援二助 なしに一生涯、静かに忍耐強 く自分の道を切 り開いて

い く未婚 の女性 よ り立派な性格の者 は、この世にありません」(Wise

andSymington,77)。 しか しなが ら、ここで注意すべ きことは、女性の

キャリアに関するブロンテの考 えは、無条件の敬意といった一面的な

見方では捉えきれないという点である。た とえば、ジュデ ィス ・ニュ

ー トンが 『女性 ・権力 ・転覆』(1981)の 中で論 じているように、女性

が 「経済的な独立」 を極端な形で推 し進め、「私利追求を生活の中心」

にして しまうことについて、ブロンテは強い反発 を抱いていた という

(98)。 これは端的に言 えば、ブロンテが感情的には、「自己犠牲 こそ女

性の美徳」 というヴィク トリァ朝の支配的なイデオロギーか ら完全に

は解放 されていないということを示す点で(Newton,98)重 要である。

さらに、ニュー トンも指摘 しているように、 こうしたブロンテの矛
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盾 ともとれる感情、或 いは、彼女の中にある新 しい価値観 と古 い価値

観 との拮抗が明確 に表れているのが、冷徹で合理的な未亡人の女校長、

ベ ック夫人のキャラクターである(100-101)。 ベ ック夫人の有能な仕事

ぶ り、またその結果彼女が手に したブルジョア的な安定は、「独立」 を

目指すルーシー を大いに鼓舞す るものであった(101)。 「この建物 も庭

も彼女 のお金で買 った もので、全て彼女のものなのだ。彼女 には老後

の安心 のための資産が既 にあ り、自分の管理下で繁栄する学校がある」

(450)。 そしてベ ック夫人は、 このような成功 を収めるのに必須の条件

一男性に依存 しない自立心など一精神的な強さを見事に備 えていたので

ある。た とえばベ ック夫人は、グレアムに対する自分の思いや期待が

所詮叶わぬ ものと悟ったとき、強い自制心を示 してシ ョックを耐え抜

き、 ルー シー そ して ブ ロ ンテ を も一 皮 肉抜 きに一 感 嘆 させ る

(Newton,102)。 「マダムは、弱気な振 る舞いもせず、また人から笑われ

るような態度はまった く取 らなかった……彼女 には大切 な職業一彼女

の時問を満た し、気持 ちを晴 らし、関心 を割 く実際の仕事があったの

だ」(171)。 ある意 味で、ベック夫人が見せる完璧なまでの自己抑制は、

同 じくグ レアムへの報われぬ愛 に傷つ くルー シー、夫人 と同様に独力

で人生を切 り開かなければならないルーシーが、 自分で も身につけた

い と望んでいたものであったろう。1°

しか し結局の ところ、ブロンテの側 には、 この冷静なベ ック夫人を

ルーシーのロール ・モデルにす る意向はなかった。ベ ック夫人の行動

の特徴 は(上 に挙げた、グレアム との一件か らも推察で きるであろう

が)、 仕事やあらゆる人間関係 において、如才無 く立ち回 りつつ も、そ

こに深 くコミッ トしないことである。すなわち、物事の核心や人の本

質など 「煩わしい」 ものには触れずに、 うわべ を取 り繕 い、表面的な

優美 さを保つ ことが、彼女の最大の関心事だった と言える。た とえば

それは、ベ ック夫人は一度 も会った ことのない 「貧 しい人たち」のた

めには気前 よく財布の紐 を開 くが、個 々の貧困者の苦 しみには心 を動

かさなかったという逸話 に象徴的に表れていよう。ブロンテは特に小

説の終盤で、 このようなベ ック夫人の感情面での欠落、 また、ポール

(PaulEmanuel)に 関して抜け目なく計略をめ ぐらす彼女の打算や強欲

さを、醜 く暴 き立てることによって(「彼女は彼 を 〈我慢ならない〉 と

言い、〈ごりごりの帰依者〉 と罵った。彼女は愛 してはいなかったが、
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彼 と結婚 したが ってい た。彼 を 自分の利益 に縛 りつ けるため に。」

(544))、 人としての温情 を持ち合わせていない彼女の生 き方が、いか

に空虚で不毛なものであるかを読者に強調 している。

この ようにブロンテにとって、人 との深い心の交流、思いや りや愛

を伴わない女性の自己実現は、受 け入れ難い ものだったのである。作

家 として常 に彼女が関心 を寄せていたことは、女性の自立への意志は、

他人一特 に男性一 に対する愛情 との関わ りにおいて、どの ように果た

せるのか、すなわち、いかに して両者の間に折 り合いをつけるか、 と

い うことであった。11こ ういったブロンテの問題意識の背後に、ヘ レ

ン ・モグレン(HelenMoglen)が 、ブロンテが育った環境の影響

独立 を強 く求めなが らも、「生 き残 った者」 としての強い罪意識から、

バ トリックとブランウェルが支配す るいわば父権制の世界で、女性 と

して自己犠牲的な役割に甘んじてきたシャーロットの姿 を見出して

いるのは(19-59)興 味深い。

実際、『ヴィレット』の結末は、 これまで見てきたような、 ヒロイン

そ して作者の分裂や葛藤に確 固たる決着 をつけてはいない。このこと

は主に、 ルーシーとポールの関係に表れていると言えよう。41章 で読

者はルーシー と共に、ポールが彼女のために準備 しておいた郊外 のこ

ぎれいな家(学 校)に 案内される。バルコニーでいそいそ と 「私の王」

(587)、 ポールにチ ョコレー ト、ロール ・パ ンや果物を用意するルーシ

ーは、一見、ポーリーナの後に続 き、「家庭の天使」という立場 に収 ま

ったか と読者 に思わせ る。そ して、二人 を取 り巻 く情景 も、 まさに

「幸せな家庭の団欒」を示唆しているように見えるのである。たとえば、

フラ ンス窓の格子 は一夫に頼 り、依存す る妻 をイメージさせるような

一 蔓植物 で覆われてお り、家の中には、炉辺、裁縫箱、陶器のコーヒ

ー ・セ ッ ト等が心地 よく身を落 ち着 け、 さらには美 しいス ミレがこの

平和 な情景 に甘い香 りを添 えているという。 しか し、この小説は 「そ

して二人は結婚 し、幸せに暮 らしま した」 という明快 な大団円で幕 を

閉じないのである。ブロンテは、ポールをグアダループへ送 り出 し、

恋人たちの運命を読者の想像に委ねることによって(「 ここで休 もう…

…穏やかで優 しい人の心を悩ませまい。明るい想像力を持つ人には希

望を残す ことにしよう。」(596))、 あえて結末をオープンにし、小説の

コンヴェンションに背いたのである。
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ポ ー ル ・エ マ ニ ュエ ル は 、 ル ー シ ー の 自己 探 求 に お い て 決 定 的 な役 割

を 果 た す 人 物 で あ る。 ケ イ ト ・ミ レ ッ トは ポ ー ル の こ と を、 「敬 虔 、 因
ショ　 ビニ ズム

習、男性至上主義、女の 〈競争〉に恐れをなす青二才の優越主義の代弁

者」(33)と こき下ろしているが、これはかなり不当な評価 と思われる。

第一 に、彼はこの小説の中で、 ルーシーの自立への欲求を積極的に

後押 しした唯一の人間である。彼 はルーシーの内に潜 む激 しい一面、

これ まで抑 えられてきた熱い感情 を見抜 き、彼女の心を解 き放つ。チ

ェイスが述べているように、 ルーシーはしば しば、 自発的 とい うより

はむしろ、困難や試練に遭遇 した時、それに 「反応」す る形で成長を

遂げてきた(69)。 一例 を挙げれば、ルーシーはベ ック夫人に 「退却か

前進か」 と挑 まれたとき初めて 「自分の気後れを屈辱そのもの と感 じ

て」(141)、 「前進」一すなわち教壇 に立つこと一を決意する。ポールは

この ようなルーシーの気質を把握 してお り、意図的に挑発的な態度を

取 りルーシーを刺激することで、彼女の変化、成長 を促 した と言 える

(Chase,69)。 「あんたは抑えつけなきゃならん、そういう類の人なんだ」

(226)。 実際、30章 で描かれているように、ルーシーが 自分の能力をさ

らに伸 ばそ うと野心を抱 き、勉強に専念す るのも、そ もそ も、ポール

の挑戦的な、冷笑混 じりのあてこす り(「知性 を鼻にかけておる」(440))

に抗する形で始まったのである。ポールの悪態 は時にルーシーを傷つ

け怒 らせ るが、見方を変 えれば、ルーシーを 「無色の影」(226)で は

なく、一個人として捉え、その内面世界に関心 を示 したのは彼だけで

あった。そ してポールによって激 しく感情 を揺 さぶ られたルーシーは、

ふと気づ くのである。「私は今 まで、こんな気分が 自分の本性の中にあ

るとは、知 らなかった」(591)。

確かにポール とルー シーの関係 には、たとえば 「男性教師 とその女

生徒」 というような一モグレンの言葉によれば一 「不平等」(25)も あ

ったが、そ ういった力の不均衡 も、ルーシーが彼に心を開き率直 に意

見を言い始めたことで、究極 的にはかなり解消 されているように思わ

れる。「彼には、いつ も服従ばか りするべ きではなかった。時には、反

抗す ることも必要だったのだ。 じっと立って、彼の目を見上げ、 こう

言ってやることは正解だった。あなたの要求は理不尽で一あなたの専

制的なところは、暴虐 と殆 ど変わらないと」(438)。 そ して大切 なこと

は、ルーシー にそ うす るよう促 したのは、頭では 「知的な女性」 を
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「不運な災難」 と見做 し、「穏やかでお となしい、受け身の」(443)女

性 を理想 としている筈の、ポール自身だ という点である。実際、ポー

ル とルーシーの関係は、グレアムとポーリーナに見 られる、「強者 と弱

者」、「主人 と奴隷」 といった 「支配/服 従」の関係 と比べ ると、・かな

り対等 に近いものである(Mitchell,76-8)。32章 でポー リーナが 「好み

が とっても難 しい」 グレアムを 「満足 させる」ように(466)、 彼宛て

の手紙を三回 も苦心 して書 き直 した という話が出て くるが、これとは

対照的に、相手の反応に気を遣いす ぎることなく何事 も率直に話 し合

えるポールとルーシーは、 ミッチェルの言葉を借 りれば、「感情的誠実

さ」(75)で 結ばれているのである。41章 で語 り手ルーシーは、ポール

が自分の毒舌をか らかった時のことを懐かしく思い出す。「……確かに

その通 りだった。私はこの点についても、攻撃で きそうな他の どんな

ことについても、彼 を容赦 した りはしなかったのだ。高潔な、心の広

い、 いとしい、欠点だらけの小男 よ1あ なたには率直 な態度こそが

ふさわ しかった。だから、私 はいつもずけずけ言っていたのだ」(588-

89)o

このように、ルーシーとポールは互いに影響 を与え合い、人間的に

成長 してい く。これまで、ルーシーの自己発見 に重点を置いて論 じて

きたが、た とえば、ポールが最終的 にルーシーのプロテス タンティズ

ムを受け入れたことは、彼女が 自分だけのアイデンティティーを持つ必

要性 を、ポールがあらためて認識できたという意味で(Platt,23)、 重

要である。つ まり、ポールはルーシーとの数々の(舌 戦 を含んだ)心

の触れ合いを通 じて、 自らのカ トリック信仰や理想の女性像 など、い

わば観念的な束縛から解放され、独立 した 「主体」(DeLamotte,251)

としての彼女 を認め、愛するようになってい くのである。このような

観点か ら見れば、「自己発見」は、決 してルーシーの側だけにあったの

ではないと言える。

ルーシー とポールの結びつきは、前者が患って きた孤独 の苦 しみの

終結 のみならず、いわば、新 しい価値観に基づ く世界の誕生 を、読者

に束の間期待させる。一ラバスクールにおいて、ルーシーとポールは共

に外 国人であ り、 また、それぞれ経済的な事情 によって実質上身分を

落 としてお り、社会的には不確定な立場にある。こうした二人は、卑

俗なヴィレットや冷淡 なイギリスブルジ ョア階級の価値観 を越えた、
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独 自の世界を築いていくことがで きるのではないかと。

しか し、この希望 は、嵐によるポールの船の難破 という事態によっ

て、はかな くも永遠 にペンディングとなるのである。ブロンテは二人

の幸せな将来の可能性 を一種の夢 としてか ろうじて保持する一方で、

もう一つの、そ してより有力 と思われる筋書 き一すなわち、男によっ

て自己の可能性 を開花 させた女は、 もはや男がいな くても生きていか

れるほど強 くなっていた、 とい う皮肉一 を用意 しているのだ。たとえ

ば、最終章(`Finis')に お いて、ポールの愛がルーシーを大 きく支え、

彼女の学校 に繁栄 をもた らしたことが示唆される一方で、語 り手ルー

シーが、次のようにコメントしているのは、非常 に興味深い。「エマニ

ュエル氏 は3年 間いなかった。読者 よ、その三年は私の人生で、 もっ

とも幸せな三年間だったのだ。あなたはこの矛盾を馬鹿 になさるだろ

うか?」(593)。 モグレンが示唆 しているように、 この ようなルーシー

の言葉 は、 まさに女性 の人生における、「独立」 と 「愛」の両立の困難

さを示 していると思われる(25)。 すなわち、ルーシーが能力を存分に

発揮 し、自己実現で きるのは、ポールが留守の問だけではないかとい

う(Moglen,25)、 ブロンテの疑問である。一ポールとルーシーは精神

的には、ほぼ対等の立場で愛 し合っていたとはいえ、ポールが帰還 した

場合 も、果た してこのようなバ ランスを二人の間に保つことはで きるの

か、学校の経営は全面的にポールの手に移るのか、彼の指揮の もとで、

ルー シーは教え続け、「サラリー」 を得るとい うことになるのか一 当時

の社会において、ルーシーが仕事 と家庭 という二つの領域か ら、同じ

ように精神的充足 を得 ようとした場合、難題が次々と生 じて くること

は 目に見えている。ブロンテは、あえて結末 を曖昧にすることで、言

うなれば、ルーシーの独立した女性 としての 「サクセス ・ス トーリー」

と、彼女を孤独か ら救い出し、心を満たして くれる 「ラヴ ・ス トー リ

ー」一この双方をぎりぎりの線で保守 している(Chase ,84)。 この意味

では、チェイスも論 じているように、ポールは あ くまで も 「忠実な、

不在の恋人」(85)で なければならなかったのである。

以上見てきたように、ブロンテはジェンダーをめ ぐる社会のイデオ

ロギーを、最終的に転覆はしなかった。 また、最後の章における、ポ

ールの死の暗示12が悲劇的であることは言うまでもない。しかしなが ら、

『ヴィレット』はある意味で、結婚 によって 「家父長制」 に組み入れら
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れ な か った 女 が 、 ワ シ テ の よ うな 怒 れ る狂 女 に も、(「非 存 在 」(`none')

を示 唆 す る よ う な)自 己 否 定 的 な 「修 道 女 」(`nun')13に も 、 或 い は,

自 ら を幽 閉 し悲 し み に浸 る マ ー チ モ ン ト老 婦 人 の よ う な、 過 去 に しが

み つ い て 生 き る 哀 れ な ヒ ロ イ ン に も な らず 、 た く ま し く生 き て い く こ

と を示 して い る 点 で 、 意 義 深 い とい え よ う。 そ して 、 ブ ロ ン テ は、 こ

れ ま で 自分 自 身 意 識 しな が ら も隠 蔽 し よ う と して きた 不 安 一 た と え ば 、

『ジ ェ ー ン ・エ ア』 の 中 で 、 バ ー サ ・メ イ ソ ン とい う 「ス ケ ー プ ゴー ト」

や 、 タ イ ミ ン グ 良 く転 が り込 ん で くる 親 類 か ら の 「遺 産 」 等 を 使 っ て

封 じ込 め て きた もの 一 す な わ ち 、 女 性 の 自立 に対 す る 自 らの ア ン ビ ヴ

ァ レ ン トな気 持 ち を 、 憚 る こ と な く描 き出 して い る 。 ル ー シ ー は、 異

国 ラ バ ス ク ー ル で 、 最 後 ま で ア ウ トサ イ ダ ー で あ り続 け る で あ ろ う。

しか し そ こ に は、 「卑 小 な」 ヴ ィ レ ッ トの 世 界 と、'自己 満 足 的 な イ ギ リ

ス 中 産 階 級 の コ ミ ュ ニ テ ィー の い ず れ に も与 す る こ と な く、 む し ろ そ

の 二 つ を乗 り越 え よ う とす る ル ー シ ー ・ス ノ ウ の 意 志 が 感 じ ら れ る の

だ。 テ リ ー ・イ ー グ ル トン(TerryEagleton)は 、 こ の小 説 一特 にそ の

結 末 一 を 「妥 協 的 」(72)と 見 做 す が 、 こ れ まで 論 じて きた よ う に、 ル

ー シ ー の 「異 端 的 物 語 」(235)に は
、 自己 の 抱 え る 矛 盾 や 葛 藤 を 直 視

した 、 ブ ロ ンテ 自 身 の 模 索 が 鮮 烈 に映 し出 さ れ 、 彼 女 の 以 前 の 小 説 よ

りも、 は る か に ラ デ ィ カ ル な光 を放 っ て い る の で あ る 。

註

1・実 際 、 『ヴ ィ レ ッ ト』 の 出版 当 時 、 ハ リエ ッ ト ・マ ー テ ィノ ー(Har-

rietMartineau)は 「殆 ど堪 え 難 い ほ ど痛 ま しい 」(Allott ,172)と

こ の作 品 の 底 流 を な す 暗 さ を示 唆 し、 ネ ガ テ ィ ヴ な評 価 を下 して い

る。

2・本 稿 に お け る 『ヴ ィ レ ッ ト』 か らの 引 用 はMarkLillyed .,Villette

(London:Penguin,1985)に よる 。 訳 文 は 青 山 誠 子 訳(み す ず 書

房 、1995)を 参 考 に させ て い た だ い た 。

3・ち な み に、`Bretton'は`Britain'に 由 来 す る とい う。Dunbar ,79.

4・ この 時 点 で は、 ル ー シ ー は まだ そ の青 年 が ジ ョ ン ・グ レア ム だ とい

う こ と に気 づ い て い な い。

5・CannonSchmittは 異 な る視 点 か ら、 「イ ギ リス」 と 「ラバ ス クー一ル 」

は 、 単 純 な二 項 対 立 で は捉 え られ ない こ とを 強 調 し て い る 。Alien

Nation,76-106.
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6.以 下 の 批 評 家 は ワ シ テ に、 ル ー シー の 抑 圧 され た、 破 壊 的 な 激i青を

見 出 だ して い る 。SandraM.GilbertandSusanGubar,TheMad-

womanintheAttic(423-25),MaryJacobus,"TheBuriedLet-

ter:FeminismandRomanticisminVillette"(45),BrendaR.Si1-

ver,"TheReflectingReaderinVillette"(109).

7.芸 術 に お け る 女 性 の 自 己 表 現 の 困 難 と い う こ と で は 、 た と え ば 、

WilliamMakepeaceThackerayが 、 「二 人 の 男 性 に 同 時 に 恋 す る」

ル ー シー をそ の ま ま ブ ロ ン テ 自 身 に重 ね合 わせ て 、 『ヴ ィ レ ッ ト』 を

酷 評 した こ と を思 い 出 させ る。Allott,197-198・

8.「 家 庭 の 天 使 」 と して の ポ ー リー ナ の役 割 は 、 彼 女 の 名 字 が 「ホ ー

ム」(Home)で あ る こ と に象 徴 され て い よ う。

9.ミ レ ッ ト(KateMillett)が 言 う よ う に、 これ に は 息 子 を盲 目 的 に

崇 拝 す る 「男 性 優 越 主 義 の 」(34)ブ レ トン夫 人 も 間 接 的 にで は あ

る が 、 加 担 して い る と考 え られ る。

10.た と え ば、 テ リー ・イ ー グ ル トン(TerryEagleton)は ベ ッ ク夫 人

は ル ー シ ー に とっ て は、 「抑 圧 者 で あ るが 、 同 時 に また 、 彼 女 自 身

が 身 につ け た い と願 っ て い る 冷 や や か で 合 理 的 な力 の 権 化 で も あ

る 」(66)と 論 じて い る 。 さ ら に、 グ レ ア ム との 関 連 で は、 サ ン ド

ラ ・ギ ル バ ー トと ス ー ザ ン ・グ ーバ ー が 、 グ レア ムへ の 失 恋 に耐 え

る ベ ッ ク夫 人 を称 賛 す る こ とで 、 ル ー シー は実 は 、 自分 自 身 に あ

る、 自己 抑 制 しよ う とい う意 志 や 自己 を規 制 した い とい う衝 動 を 讃

え て い る の だ(409)と 指 摘 して い る。

11.こ の 問 題 に 関 して は ヘ レ ン ・モ グ レ ン(HelenMoglen)や ジ ュ デ

ィ ス ・ニ ュ ー トン(JudithLowderNewton)が 、 そ れ ぞ れChat'

lotteBronte:TheSelfConceived,214-29,Women,Power,andSub-

version,95-124で 詳 し く論 じて い る。

12.ブ ロ ン テが 、 ハ ッ ピ ー ・エ ンデ ィ ン グ を切 望 して い た 父 親 バ トリ ッ

ク の気 持 ち を 汲 み 、 結 末 を ぼか した とい う こ とは 一 般 に よ く知 られ

て い るが 、 事 実 上 ポ ー ル を死 なせ て い る こ とに変 わ りは な い 。 ジ ョ

ゼ フ ・リ トヴ ァ ック(JosephLitvak)は 、 こ の点 に つ い て 、 ブ ロ ン

テ は父 親 の 意 向 に従 うふ りを して、 実 は父 親 に背 き、 ポ ー ル とい う

「王 殺 し」 だ け で な く 「父 殺 し」 まで や っ て の け た(489)と 、 興 味

深 い 説 明 を して い る。

13.「 生 き埋 め に な った 修 道 女 」 が(ポ ー ル の 愛 を得 る 前 の)抑 圧 さ れ

た ル ー シー の 未 来 を 暗 示 して い る とい う議 論 は 、 多 くの批 評 家 に よ

っ て こ れ ま で な され て きた 。 た とえ ば、MoglenのCharlotteBronte

(20),SandraGilbertとSusanGubarのTheMadwomanintheAttic

(425-26)を 参 照 され た い。
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